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  はじめに
大学学齢期は､ 心身の発育発達の充実期であり､生涯
教育からみた場合､ その基礎形成に最適な時期である｡
また青年期の発育課題としては自分自身の身体構造を理
解し､ 日常の健康管理を自ら行い､ 鍛錬する事が重要と
なる１)｡ しかしながら近年､ 経済水準の向上に伴う食生
活の改善により栄養摂取は豊富となり､ 日常生活の自動
化・機械化によるライフスタイルの変化は人によっては､
健康に不利益を受ける時代といえよう｡ 栄養の過剰摂取
と身体活動量の減少に伴い､ 中高年のみならず若年層に
おいても肥満の増加が指摘され､ 生活習慣病との関連に
おいても重要な健康問題となっている｡ ｢やせ｣ や ｢肥
満｣ は生活習慣に強く依存した健康問題の１つであり､
生活習慣病予防や健康増進のためには､ 学生一人一人の
健康的な生活習慣の確立が不可欠となってくる｡ また予
想をはるかに超えたスピードで訪れた高齢化社会に対応
した国民の健康・体力の保持増進に関連した教科目の充
実や大学での健康教育は今後ますます重要なものになる
と考えられる｡
本研究では､ 大学生を対象とした ｢やせ｣ と ｢肥満｣
の血液検査値の関連について検討し､ 体型の実態および
血液性状を把握することにより､ 学生への健康教育およ
び健康的な生活習慣確立への一助となる資料を得ようと
した｡
  方法
Ｃ大学・Ｃ短期大学    ～    年度に入学した１年
生を対象とし､ そのうち身長・体重・血液検査のどれに
も欠測項目がない    名 (学部学生   名･短期大学生
   名) を分析対象とした｡
身体計測および採血は各年度､ ４月初旬の健康診断時
に実施した｡ 身体計測および採血にあたっての､ 飲食､
身体活動などについての事前の制限は行っていない｡
この身体計測および血液検査結果資料については､ 学
生の個人情報に配慮し､ 氏名､ 学籍番号などを削除した
データーを使用した｡
血液検査は岐阜県関市中濃厚生病院検査課に依頼し､
同病院の生化学検査項目による基準を使用した｡ 検討し
た血液検査項目は表１の通りである｡
体型の分類は､ 日本肥満学会の基準に準じ､ＢＭＩ
(体重÷身長÷身長)    未満を ｢やせ｣､    ～   を
｢標準｣､    以上を ｢肥満｣ と分類した｡
比較は男女の別に ｢やせ｣ 群､ ｢標準｣ 群､ ｢肥満｣ 群
の３群に分け､ ｢やせ｣ 群対 ｢標準｣ 群､ ｢肥満｣ 群対
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近年､ 中高年のみならず若年層においても肥満の増加が指摘され､ 生活習慣病との関連においても重要な健康問題となっ
ている｡ ｢やせ｣ や ｢肥満｣ は生活習慣に強く依存した健康問題の１つであり､ 生活習慣病予防や健康増進のためには､
学生一人一人の健康的な生活習慣の確立が不可欠となってくる｡ 本研究では大学生の定期健康診断での身体測定および
血液生化学検査結果を利用し､ 体型の実態およびＢＭＩで分類した ｢やせ｣ 群と ｢肥満｣ の ｢標準｣ との比較を中心と
した血液性状を把握した｡ ｢やせ｣ 群に関してはこれといった大きな特徴は見いだせなかったが､ ｢肥満｣ 群では､ 体型面
および血液生化学検査項目・異常値出現率の比較項目で ｢肥満｣ 群に統計学的な有意差が認められ､ 生活習慣病へのリ
スクファクターとなる要因を持っているという特徴が明らかとなった｡ これら本学､ 学生の体型および血液性状の特徴をふ
まえ､ 健康的な生活習慣確立のための方策について十分な検討が必要であろう｡
キーワード：大学生・肥満・やせ・ＢＭＩ・血液検査
中部学院大学・中部学院短期大学部 研究紀要第  号(    )      
｢標準｣ 群で比較を行い①対象者の体型 ②血液検査平均
値の比較 ③異常値出現率の比較について検討した｡ な
お①対象者の体型については全国平均値   との比較を行っ
た｡
平均値の比較にはｔ検定､ 異常値出現率の比較には
χ２検定を用い､ 有意水準を確率 ％未満とした｡
  結果
        
対象者の体型を表２－１に男子､ 表２－２に女子を示
した｡
男子では､ 全国平均値９ ｢肥満｣ 群  ％に対し ｢肥満｣
群   ％と  倍 ｢肥満｣ 群学生が多く､ 身長では､ ｢や
せ｣ 群がやや低いものの､ 全体の平均値では全国平均値
とほぼ同様であった｡ 体重では全国平均値の   ㎏に
対し､ 全体平均値   ㎏と  ㎏ (有意差あり) 重いと
いう結果であった｡
女子では､ 全国平均値 ｢肥満｣ 群  ％に対し ｢肥満｣
群   ％と男子同様  倍 ｢肥満｣ 群学生が多く､ 身長
では全国平均値に比べ､ 全体平均値で１㎝ (有意差あり)
低く､ 体重では  ㎏重い (有意差あり) という結果で
あった｡
                   
｢やせ｣ 群および ｢肥満｣ 群の ｢標準｣ 群との血液検
査平均値の比較を表３に示した｡
男子では ｢やせ｣ 群と ｢標準｣ 群の間に有意差のある
血液検査項目は､ 総コレステロール､ 中性脂肪では ｢や
せ｣ 群が有意に低値､    コレステロールでは ｢やせ｣
群が有意に高値であった｡ ｢肥満｣ 群と ｢標準｣ 群の間
では６項目すべての項目で有意差があり､ ｢肥満｣ 群が
   コレステロールで有意に低値､ 総コレステロール､
γ―   ､    ､    で有意に高値であった｡
女子では ｢やせ｣ 群と ｢標準｣ 群の間に有意差のある
血液検査項目は､ 総コレステロール､ 中性脂肪では ｢や
せ｣ 群が有意に低値､    コレステロールでは ｢やせ｣
群が有意に高値であった｡ ｢肥満｣ 群と ｢標準｣ 群の間
では総コレステロールを除いた５項目で有意差があり､
｢肥満｣ 群が   コレステロールで有意に低値､ 中性脂
肪､ γ―   ､    ､    で有意に高値であった｡
                         
       
｢やせ｣ 群および ｢肥満｣ 群の ｢標準｣ 群との異常値
出現率の比較を表４に示した｡
男子､ 女子ともに ｢やせ｣ 群と ｢標準｣ 群の間に有意差
のある異常値出現率は､ 血液検査項目６項目すべてで差
はみられなかった｡
｢肥満｣ 群と ｢標準｣ 群での比較異常値出現率は､ 男
子では   コレステロール除いた５項目で有意差があ
り､ 総コレステロール､ 中性脂肪､ γ―   ､    ､
   の項目で ｢肥満｣ 群で有意に異常値出現率が高かっ
た｡
女子では総コレステロールを除いた５項目で有意差が
あり､ 中性脂肪､    コレステロール､ γ―   ､    ､
   の項目で ｢肥満｣ 群で有意に異常値出現率が高かっ
た｡
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              
※中濃厚生病院における判定基準
検査項目 異常値 男性 女性
総コレステロール
(  ／  )
低
高
   未満
   以上
中性脂肪 (  ／  ) 高    以上
   コレステロール
(  ／  )
低   未満
γ－   ( ／ ) 高   以上   以上
   ( ／ ) 高   以上
   ( ／ ) 高   以上
               
※) 全国平均値は学生の健康白書による調査結果
やせ 標準 肥満
人数 (％)
＜全国調査＞
  (   ％)
＜    (    )＞
   (   ％)
＜     (    )＞
   (   ％)
＜    (    )＞
身長(㎝)
    ±        ±        ±   
対象者の平均     ±   
＜全国平均     ±   ＞
体重(㎏)
   ±       ±       ±   
対象者の平均    ±    
＜全国平均    ±    ＞
ＢＭＩ    ±       ±       ±   
               
※) 全国平均値は学生の健康白書による調査結果
やせ 標準 肥満
人数 (％)
＜全国調査＞
   (   ％)
＜    (    )＞
   (   ％)
＜     (    )＞
   (   ％)
＜    (    )＞
身長(㎝)
    ±        ±        ±   
対象者の平均     ±   
＜全国平均     ±   ＞
体重(㎏)
   ±       ±       ±   
対象者の平均    ±   
＜全国平均    ±   ＞
ＢＭＩ    ±       ±       ±   
  考察
青年期は健康に対する自己管理能力を身につける重要
な時期であり､ 青年期の健康状態が壮年期､ 老年期に及
ぼす影響は大きく､ 健康状態の客観的指数の１つとして
の体型の持つ意義もまた大きい｡ 本研究での男子学生の
体型的特徴は､ 身長は全国平均値とほぼ同じであるが､
体重が重く､ 特に ｢肥満｣ 群の学生が多い｡ 女子では身
長がやや低く､ 体重が重い､ 特に ｢肥満｣ 群の学生が多
い｡ また男女共に全国平均値に比べ . 倍の学生が ｢肥
満｣ 群に属しているという結果であった｡ 肥満群が多い
原因について今回の研究では解明できないが､ 今後の課
題としては小児・思春期から大学に入学するまでの間､
どのような食習慣や生活習慣であったか等についての生
活状況の把握が必要であろう｡
血液生化学検査値での ｢やせ｣ 群の特徴としては､ 男
女共に ｢標準｣ 群に比べ､ 総コレステロール､ 中性脂肪
が低いこと   コレステロールが高いことであった｡
ＢＭＩが総コレステロール､ 中性脂肪と正の相関を示し､
   コレステロールと負の相関を示すことはよく知ら
れており２ ３ ､ 今回の ｢やせ｣ 群の調査では一般的に問
題となるような血液性状ではなかった｡ 異常値出現率は
男子､ 女子ともに ｢やせ｣ 群と ｢標準｣ 群の間に血液生
化学検査６項目で有意差のある異常値出現率は見られな
かった｡ しかしながら､ 近年肥満の増加が指摘される一
方､ やせ､ 特に若年女性のやせの増加を指摘する報告も
種々ある４)｡ 今回の調査では男子   ％､ 女子   ％の
学生が ｢やせ｣ 群として存在しており､ 低体重や体脂肪
不足は貧血などの体調不良による息切れ､ めまい､ 頭痛､
倦怠感､ 集中力の低下などの症状により､ 日々の学生生
活に支障をきたすことがしばしば認められる５)６)｡ また
老後寝たきりや介護を要する疾病として､ 女性で多く見
られる骨粗鬆症を基盤とした関節や脊椎の疾病が多く見
られ､ 女性のやせ志向に問題があるとも言われている )｡
今回の血液生化学検査項目では､ 高脂血症や肝機能を中
心とした内容の検査が主であり､ 貧血に関する検証はで
きていないため ｢やせ｣ 群への貧血などに関する心配は
推察の域をでない｡ 今後の課題としては血液生化学検査
項目に赤血球数    ・ヘモグロビン・ヘマトクリッ
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              
※) 有意差： ｢標準群｣ に対する ｢やせ群｣､ ｢肥満群｣ 間の平均値の差の検定の有意差
(  …      ､    …      ､     …       ､    … 有意差なし)
人数
男 性 女 性
やせ
  
標準
   
肥満
   
やせ
   
標準
   
肥満
   
総コレステロー
ル (  ／  )
平均値
中央値
標準偏差
    
    
   
    
    
   
    
    
   
    
    
   
    
    
   
    
    
   
有意差   ―       ―   
中性脂肪
(  ／  )
平均値
中央値
標準偏差
   
   
   
   
   
   
    
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
有意差     ―       ―    
   コレステ
ロール
(  ／  )
平均値
中央値
標準偏差
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
有意差    ―        ―    
γ－   
( ／ )
平均値
中央値
標準偏差
   
   
  
   
   
   
   
   
   
   
   
  
   
   
  
   
   
   
有意差    ―        ―    
   
( ／ )
平均値
中央値
標準偏差
   
   
   
   
   
  
   
   
   
   
   
  
   
   
  
   
   
   
有意差    ―        ―    
   
( ／ )
平均値
中央値
標準偏差
   
   
   
   
   
  
   
   
   
   
   
  
   
   
  
   
   
   
有意差    ―        ―    
ト８)等の検査項目を増やすことにより ｢やせ｣ 群の血液
性状の実態をより正確に把握できると考える｡
｢肥満｣ 群の血液生化学検査値の特徴は､ ｢標準｣ 群
に比べ男子では   コレステロールが低く､ 総コレス
テロール､ 中性脂肪､ γ―   ､    ､    が高い､
女子では   コレステロールが低く､ 中性脂肪､ γ―
   ､    ､    が高いという特徴が認められた｡
なお､ ｢肥満｣ 群の血液生化学検査値で中央値に対し
て平均値が大きく (   コレステロールは小さく) なっ
ているが､ その要因として考えられることは､ 集団の中
に高い値 (   コレステロールは低い値) を示す者が
多く存在するといえよう｡ 異常値出現率では男子では
   コレステロール､ 女子で総コレステロールを除い
た残りの５項目すべてで ｢肥満｣ 群で有意に異常値出現
率が高かった｡ なお中性脂肪は食事の影響を受けるため､
食事のコントロールを行っていない今回の結果は参考程
度とはいえ､ 中性脂肪での異常値出現率は､ 男子 ｢やせ｣
群  ％､ ｢標準｣ 群  ％､ ｢肥満｣ 群   ％｡ 女子 ｢や
せ｣ 群  ％､ ｢標準｣ 群 . ％､ ｢肥満｣ 群  ％と男女
ともに ｢肥満｣ 群の異常値出現率が高く､ ｢標準｣ 群に
対し男子では   倍､ 女子では  倍という結果であり､
｢肥満｣ 群に問題を残して｡
今回の血液生化学検査では､ 総コレステロール (高値＝
高脂血症・動脈硬化症・狭心症・糖尿病・脂肪肝・甲状
腺機能低下症等､ 低値＝栄養障害・甲状腺機能亢進症・
肝硬変等の危険因子を調べる検査)､ 中性脂肪 (高値＝
動脈硬化症・高脂血症・糖尿病・心筋梗塞等の危険因子
を調べる検査)､    コレステロール (低値＝動脈硬化
症・高脂血症・高血圧・心筋梗塞等の危険因子を調べる
検査)､ γ―   (高値＝アルコール性肝障害・急性肝
炎・慢性肝炎・肝硬変等の危険因子を調べる検査)､   
 ・   (高値＝急性肝炎・慢性肝炎・肝硬変・アルコー
ル性肝炎等の危険因子を調べる検査)８ の６項目に関し
て検証したが､ これらの数値が高値あるいは低値 (   
コレステロール) を示す原因としては､ 肥満､ 運動不足､
喫煙､ 飲酒などの食習慣および生活習慣がその要因と考
えられており  )､ また､ これらの検査値と深く関係を持
つ､ 体脂肪量の増加は､ 喫煙､ 飲酒､ 運動不足､ 高蔗糖
食､ 高脂肪食の採り過ぎと密接な関わりがあると報告さ
れている  )｡ また肥満者は非肥満者に比べ糖尿病､ 高血
圧､ 高脂血症などの合併症率が高頻度にみられ､ 体脂肪
の蓄積が代謝異常､ 冠動脈疾患に関与していることが示
唆されている  )｡ これらの事からも､ ｢肥満｣ 群での血
液生化学検査平均値のＢＭＩ別比較および異常値出現率
比較の結果､ 生活習慣病を発症するようなリスクファク
ターを持っていることが考えられる｡
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                      
※) 有意差： ｢標準群｣ に対する ｢やせ群｣､ ｢肥満群｣ の間のクロス検定の有意差
(  …      ､    …      ､     …       ､    … 有意差なし)
人数
男 性 女 性
やせ
  
標準
   
肥満
   
やせ
   
標準
   
肥満
   
総コレステロール
低            
正常                       
高              
有意差    ―        ―   
中性脂肪
正常                       
高               
有意差    ―        ―  
   コレステ
ロール
正常                       
高               
有意差    ―        ―    
γ－   
正常                       
高               
有意差    ―        ―    
   
正常                       
高              
有意差    ―        ―    
   
正常                      
高              
有意差    ―        ―    
しかしながら本研究には問題点もある｡ ｢肥満｣､ ｢や
せ｣ の判定基準をＢＭＩにより実施したが､ ＢＭＩが同
じ値であっても体脂肪率には差が認められ､ 特に ｢やせ｣
ではＢＭＩで ｢やせ｣ と判定されても体脂肪率では ｢や
せ｣ ではなく ｢標準｣ に属する学生が､ 男子では約４割､
女子では９割以上認めたという報告もある  )｡ このこと
はＢＭＩでは ｢やせ｣ と判定されても､ 体脂肪の比率が
低く除脂肪 (筋量・骨量) が少なくなっていると考えら
れている   ｡ このことは､ ＢＭＩでの ｢やせ｣､ ｢肥満｣
の分類だけでなく体脂肪率も加味する必要性を示唆して
いる｡ 本研究ではＢＭＩでの分類で検討しているが､ 高
橋らの  )､ 体脂肪蓄積群 (体脂肪率  ％以上) と正常群
との比較において､ 体脂肪率が高いほど総コレステロー
ル値で高い傾向を示し､    コレステロール値では体
脂肪率が高いほど有意に減少していたとの報告もあり､
今回のＢＭＩでの ｢肥満｣ 群と ｢標準｣ 群の比較におい
ても同様の結果が得られた｡ ｢肥満｣ 群の検証ではＢＭ
Ｉのみでも有効と考える｡
｢肥満｣ 群では､ 体型面および血液生化学検査項目・
異常値出現率の比較項目で ｢肥満｣ 群に統計学的な有意
差が認められ､ 生活習慣病へのリスクファクターとなる
要因を持っていると考えられる｡ これらの本学学生の体
型および血液性状の特徴をふまえ､ 健康的な生活習慣確
立のための方策について十分な検討が必要であろう｡
  まとめ
大学生の定期健康診断での体型測定および血液生化学
検査 (総コレステロール・中性脂肪・   コレステロー
ル・γ―   ・   ・   ) 結果を利用し､ ｢やせ｣ 群
と ｢肥満｣ 群の ｢標準｣ 群との血液性状の関連を検討し
た｡ 対象者はＣ大学・Ｃ短期大学    ～    年度入学生､
    名である｡ 体型は日本肥満学会のＢＭＩの基準に
準じ､ ｢やせ｣    未満､ ｢標準｣    ～   ､ ｢肥満｣    
 以上に分類した｡ 血液検査値の平均および異常値出現
率などを､ ｢やせ｣ 群と ｢標準｣ 群および ｢肥満｣ 群と
｢標準｣ 群の間で比較し､ 対象者の体型については全国
平均値との比較を行った｡
体型面での特徴は､ 男子では全国平均 ｢肥満｣ 群  
％に対し ｢肥満｣ 群   ％と  倍の学生が ｢肥満｣ 群
であった｡ 身長では､ やせ群がやや低いものの､ 全体の
平均値では全国平均値とほぼ同様であった｡ 体重では全
国平均値の   ㎏に対し､    ㎏と  ㎏ (有意差あり)
重いという結果であった｡
女子では全国平均値 ｢肥満｣ 群  ％に対し肥満群   
％と男子同様  倍の学生が ｢肥満｣ 群であり､ 身長で
は全国に比べ､ 全体平均値で１㎝ (有意差あり) 低く､
体重では  ㎏重い (有意差あり) という結果であった
男女に共通に認められた血液生化学検査での ｢やせ｣ 群
の特徴としては､ 総コレステロール､ 中性脂肪が低いこ
と   コレステロールが高いことであった｡ また異常
値出現率では ｢標準｣ 群との差は見いだせなかった｡
｢肥満｣ 群の特徴としては､ 男子では   コレステ
ロールが低く､ 総コレステロール､ 中性脂肪､ γ―   ､
   ､    が高く､ 女子では   コレステロールが低
く､ 中性脂肪､ γ―   ､    ､    が高いという特
徴が認められた｡
同様に異常値出現率では男子では   コレステロー
ル除いた５項目､ 総コレステロール､ 中性脂肪､ γ― 
  ､    ､    の項目で高く､ 女子では総コレステロー
ルを除いた５項目､ 中性脂肪､    コレステロール､
γ―   ､    ､    の項目で ｢肥満｣ 群の異常値出
現率が高かった｡
なお､ 今回の血液検査での中性脂肪に関しては､ 食事
の影響を受けるため､ 食事コントロールを行っていない
今回の結果は参考程度の値と考えるべきである｡
本研究でのＢＭＩおよび血液生化学検査での結果は､
｢やせ｣ 群に関してはこれといった大きな特徴は見いだ
せなかったが､ ｢肥満｣ 群では､ 体型面および血液生化
学検査項目・異常値出現率の比較項目で ｢肥満｣ 群に統
計学的な有意差が認められ､ 生活習慣病へのリスクファ
クターとなる要因を持っているという特徴を示している
と考える｡
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